
水路とともに作り出された小川の生活景
実は小川の町中には水路が張り巡らされている。これを道の構造からもみてみると、
水路とともに作り出された小川の生活の様子が浮かび上がってきた。

くらす道
裏路地は家が多く、生活の場になっている。
そして住む人たちの生活の様子を感じることができる場所でもある。

裏路地の多くは自然地形に沿って少し曲がった道となっている。
槻川によってできた河岸段丘が広がる市街地の南側には、
高低差を避けるように秩父往還と並行し南浦通りと北浦通りが貫く。

裏路地ながら回遊性が高く、車通りが少ないので
よそ者にとっても実は歩きやすい道である。

張り巡らされた水路
小川町は昔から豊富な地下水が湧き上がる場所である。
そして、農業用水や生活排水などのために水路が張り巡らされている。
その水路は秩父往還などの主要な街道の一本裏の道を、地形に沿って
曲がりながら流れたり、槻川に向かって直線的に流れたりする。

そうした街中を流れる水路は、日常生活においても利用されてきた。
水路は住民にとっては最も身近な水のひとつである。

街区を構成する道は、人々が往来する重要な道である。
人通りが多く、お店や施設が集中する便利な場所である。

地域の骨格を形作る道はカーブが少なく見通しの良い通りも多い。
車が通りやすい幅の広い道路である。

ささえる道

つながる道
江戸・東京や秩父など、他の町と結ばれる、小川の経済を支える道。
小川の中心部を貫く国道 ��� 号線は、川越、池袋を通り、東京大学のある本郷まで
つながっている。

古くから人々の往来があり、鎌倉街道と秩父往還の交わる交通の要衝だった。
小川町はこうした他の町とのつながりによって発展した。
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水路に着目したくらす道の生活景
水路と ”くらす道”を重ね合わせたとき、小川町の日常生活が

垣間見える場所が見えてきた。

くらす道

ささえる道・つながる道

くらす道に面した建物

くらす道に沿った水路

ささえる道・つながる道

に沿った水路

河岸段丘の下面(氾濫原)

河川・水域

凡例

提案

水路は古くから日常生活で利用されてきた。
近年水路が閉じられ使えなくなった。
もし、水路が使えるようになったとき、どう
いった生活になるのだろうか。子供の遊び場
になったり、人の交流が生まれたりするかも
しれない。
新たな小川の水の価値を作る試みとして、
水路を覆うコンクリートを取り外し可能な
木板に変えることを提案する。
使うときだけ板を動かし、洗濯や釣りなどに
使うことができる。

取り外せる水路の木板

奥には対岸の山の山頂が望める。

両隣の住居が額縁のように景色を切り取る。

住居の間を流れる水路が、
槻川に向けて視線を誘導する。

大きいものや外で使うものなどを置き、
住居の一部として使われている。

水路に蓋がされ、上を人が通ることができる

雨樋から雨水が流れ、水路に注ぐ

くらす道と水路から見える生活の様子と散策の魅力

道路と建物を隔てる形で水路が流れる。
水路に蓋がされ、上を人が通ることもできれば
ものを置くこともできる。

水路の上に植木鉢が数多く置かれている。
デッドスペースにはせず、
この路地に彩りを与えている。

水路が地形に沿ってカーブを描いている。

以前は田んぼで、この水路の水が使われていた
と考えられる。

以前は洗濯や水遊びなどもされていた。
今でもザリガニ釣りをすることもあるよう。

カーブによってその先が見えない。
散策するときの景色の変化を生んでいる。

①

小川町の川に見る、人と水のかかわり

長い2本の木材の上に、短い板材が多数
橋の足はそこらへんにありそうな岩

割としっかりした橋
岩が、2本の木材を掛けやすいように
加工されている

上流部にあるとても大きいダム
小川町を洪水から守っている

沢を渡るために近くでとれた丸太を
そのまま掛けて橋にしている

大正12年竣工のレトロな橋
土木遺産に選定されている
ワーレントラス橋
柳町橋を移設したもの

川を跨ぐのは人だけではない
生活を支える水も対岸へ

苔むした石の水路へ降りる階段
吉田家住宅付近の家に多い
昔の人は洗濯などで水路へ
よく降りたのだろうか

付近には高齢者施設と
整備されたばかりの親水空間
祖父母に会いに来た子供が水遊び
橋から川の風景を写生している
お父さんもいた

川に張り出すように並ぶ建物
中には竹を加工する業者もあり、
地名の由来を想起させる

集落の田んぼの間を通っていく電車
八高線の線路と水路が立体交差する

川へのホースがつながる先はタンク
水を貯めて農業に利用するのだろうか

約300年の歴史を持つ堰
ここから取水される小川用水は
小川町の発展に不可欠だっただろう

古びた石の水槽に
沢からホースがつながれている
昔は生活用水に使われていたのかも

水路の半分がきれいに草で
埋め立てられ、足場ができている
除草した際に固めたのだろうか

謎の大階段
水路へ降りられる仕掛けが
至る所に

橋から下流の川と山々を
眺められる
紅葉はとてもきれい

多くの人が集まる親水公園
向こう岸へ渡れる飛び石
近くでは釣りを楽しむ人も多い

和紙作りに川の水は欠かせない
原料となる楮を洗ったり、晒したり
昔は川で行われていたようだ

飛び石が川に沈んでいる
芭蕉句碑があり、景勝地だったそう
今も沢遊びに人が訪れる

レトロな可変標識は
向かう峠の交通状況を示している

川をたどってフィールドワークすると、川へ人が関わってきた痕跡がたくさん見えてきた
川から水を取り、利用し、遊び、跨ぎ、守り、多様なかかわりがそこには生まれている


